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本の南方関与〉に関する戦後日本刊行文献目録(稿).] (京大人文研、 1999) を刊行し評価を得ているだけに、ひろく
史料を収集し先行研究へも十分に目配りした上で論を進める手法は、説得力をもっているといえる o
近年、戦後の国民国家的社会システムの淵源を、総力戦体制下での「強制的均質化」に求めようとする問題意識が
台頭している。本論文は、この傾向を念頭におきつつ、「植民地社会科学」という概念を通じて、戦後の日本社会科
学が、「知の総動員」体制下ともいうべき時期でのそれと連続面を有していることを明らかにした点に、オリジナリ
ティをもっ。とりわけ第E章では、東畑精ーとその周辺の社会科学者たちが、戦時期の「植民地統治の学」から戦後
の「開発のための学」へと転換してし、く過程を多面的に分析し、その可能性と問題点を細かく評価している点は注目
に値する o
とはいえ若干の問題点も存在している o 中国社会史論戦の紹介は貴重であるが、ほほ同時期に行われた日本資本主
義論争との立ち入った比較が求められよう。平野義太郎に内在した分析に関しては、平野のなかにあった発展論的視
角と類型論的視角の整理と評価がなお不明確である o また平野の植民地認識と天皇制認識との連関について何らかの
展望を示すことが期待されるところである o
しかしながらこれらの諸問題は、本論文の到達した成果を損なうものでなく、むしろ今後の課題として考えられる
べきものである。よって本審査委員会は、本論文を博士(文学)の学位を授与するにふさわしい内容を有するものと
認定する o
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